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た。
　第 2章では宗教が古来より担ってきた医療、特
に精神保健的側面について国内外の医療人類学的
研究から明らかにした。宗教は癒しやレジリエン
ス効果のみならず、死を通して生を意味づける機
能を持っていたことを指摘し、世代を追うごとに
宗教人口が低下する現代日本において、若年層の
価値観や幸福の主観的認知がどのように変化して
いるのか、またそれに伴い若者のメンタルへルス
上にどのような問題が浮上してきているのかを先
行研究に依拠しながら考察した。
　第 3章では若年層を対象に行った主観的幸福に
関する記述統計学的研究の結果から、無宗教群で
は宗教信者群よりも日常生活上の極めて多くの項
目が幸福感に影響し主観的幸福が容易に変動しや
すいこと、主観的幸福の平均値が僅かながら低い
ことを指摘した。また生活に関する諸項目をマス
ローの 5つの欲求階層にグループ化して独立変数
として扱い、各宗教信者群及び無宗教者群それぞ
れで主観的幸福度を従属変数とした重回帰分析を
行った結果、宗教の有無やその種類が個人の主観
的幸福の認知に影響していること、特に無宗教者
群では承認欲求の充足が主観的幸福に大きく寄与
していることを明らかにした。この章では EBM
（Evidence-Based Medicine）研究の結果に基づき、
若年層におけるメンタルヘルスの問題を精神病理
学的に考察した。
　第 4章では医療人類学的なアプローチとして
行った NBM（Narrative-Based Medicine）研究の
結果を分析した。若年女性無宗教者 2事例の「語
り」から、同じ無宗教者にあっても身近な親族の
死を経験した者は、死への直面化によって生をど
のように過ごしたいかという俯瞰的視座が形成さ
れ主観的幸福感が浮沈しにくくなっていることを、
先行する実証研究の結果と照らし合わせながら考
察した。
　第 5章では結論として、死生の意味づけを行っ
てきた宗教が希薄化し、さらに核家族化や「死の
医療化」による看取りの減少といった今日的状況
の中で、生の意味が不鮮明化し即時充足的価値観
への移行が起こっていることを医療人類学的な視
点から考察した。経済のグローバル化や高度情報
化によって人々の欲望は拡大傾向にあるが、充足
しきれない欲求の累積は人々の心を蝕み、その結
果現代若年層の精神病理には深刻な問題が生じて
いる。健やかに生きるためには、現代若年層が主
体的に「何をもって足りるか」を問い直し、新し
い価値体系を創出する必要があるだろう。またそ
の際に改めて既存の宗教や死生観の意味が問われ
ることになろう。
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